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 それは３年前、2020年の今頃。そう、君たちが中学３年になる少し前。「中国でとてもヤバい伝染病

が広まってるらしい。」という話題。でも、所詮外国の話。関係ないと思っていたら東京でも感染者が。そ

して３月が近づくと、どうも兵庫県でも感染者が出たらしいとの噂。実際にそれが確認されると、とたんに

休校が決まった。普段物事が遅々として進まないこの教育現場において、こんなに早く決断が下される

なんて前代未聞。それまで一度もつけたことがなかった、マスクをつける日々の始まりだ。外出から戻って

手を洗うなんて１度もやったことがなかったが、これも毎度やらねばならないらしい。軽音関係で予定さ

れていたコンテストやイベントもすべて中止。生徒の来なくなった学校で呆然としながらも、高校入試を

終え、無理やり終業式をやって春休み。校内に限りクラブが再開できたので、このまま日常が戻るかと思

いきや、4月 7日に緊急事態宣言。志村けん氏がこの病気に冒されて亡くなったことで国民に衝撃を

与えたのもこの頃の話。みんなが本気で怯え始めるきっかけになったのかも知れない。そんな中で、また

また無理やり始業式、入学式をやって再び休校。６月に恐る恐る登校を再開したものの、インフルエンザ

のように夏になれば収束するのでは、という儚い願いは８月にやってきた第２波によって打ち砕かれたの

だ。2021年になり、君たちが不安と闘いながら臨んだ高校入試の頃には第３波、第４波と着実に波は

大きくなり、時にはこの暮らしが永遠に続くのでは、と思えてしまうほどであった。そんな中、マスクで武装

した君たちが入学してきた。そのすぐあとに第５波が訪れ、淡路島での校外活動が中止になったのは記

憶にあることだろう。そんな自粛の嵐の中ではあったが、規模縮小とは言え文化祭や体育大会(12

月??)も行われ、そのはざまに学級閉鎖や学年閉鎖もはさみながら、少しづつではあるが、日常が戻り

つつあった。さあ、そして 2022年。京都にも行ったし、体育大会はもちろん開催された。１日とは言え全

校生が集まって文化祭もできたし、インターンシップにも行けた。が、何と言っても修学旅行。３泊４日で

北海道に行くことができた。残念ながら全員が行けたわけではないが、参加者は誰一人置き去りにせず

に帰ってくることができた。様々な行事を実施することができたことに、心から感謝である。 

 そして 2023年 2月。首相からは来る 5月よりこの病気の取り扱い方を変更するとのアナウンスがあ

った。イベントや外出に関する制限は随分緩くはなったが、マスクやこまめな消毒がなくても大丈夫な生

活が本当に戻ってくるのだろうか。誰にも分らない。が、今できるのは、君たちの高校３年が以前の「日

常」に戻るように祈ることだけ。ただ、いずれにせよこの病気がなくなるわけではないので、これからも健

康には留意したいものだ。そう、元気であれば何でもできる。 

 余談になるが、感染予防に絶大な効果があるのはブロッコリーだと信じている。みんなもブロッコリーを

食べよう。 
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学年末考査！2 月 20 日から始まる！！ 

 2 年生の締めくくりとなる大切な考査になります。3 学期はもともと授業日数が少ない上

に、修学旅行があったので範囲はそんなに広くないのでは？！本気で進路を考えて、エンジン

のかかっている人も増えています。今が頑張り時！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後の予定 

2 月 

   10 日（金） AM キャンパスカウンセリング 

   11 日（土） 建国記念の日 

   14 日（火）・15 日（水） 推薦入試に関わる生徒休業日 

   20 日（月）～27 日（月） 学年末考査 

   23 日（木） 天皇誕生日 

   28 日（火） 卒業式（2 年生は自宅学習） 

3 月 

   3 日（金） AM キャンパスカウンセリング 

   7 日（火） 進路説明会 

   9 日（木） 学力検査に関わる生徒休業日 

   10 日（金） 学力検査 

   13 日（月）・14 日（火） 学力検査に関わる生徒休業日 

   16 日（木） 追認考査 

   17 日（金） 合格発表 

   20 日（月） 球技大会・AM キャンパスカウンセリング 

   21 日（火） 春分の日 

   22 日（水） 全校集会 

   23 日（木） 終業式 



 1/11～1/14 修学旅行レポート     ※感想は生徒作文からの抜粋です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【スノースポーツ体験】 

・バギーは雪道だったので操作がとても難しかっ

たです。スノーモービルは初めて見る乗り物だった

のですごく感動しました。 

・雪遊びをしたり、バギーに乗ったり、高校生にな

っても雪ではしゃげることが分かりました。 

・馬に乗ったり雪だるまを作ったり自由な時間を

過ごしました。雪だるまは兵庫県で作る小さいもの

ではなく、大きなものを作れて楽しかったです。 

 

【カーリング体験】 

・初めてストーンを触ったり 

試合をしたりして、とても良い勝負ばかりで楽し

かったです。 

・靴の滑り止めを外すと、氷の上にまっすぐ立 

  つことすらできなくなり、プロの選手の方々 

        のすごさを思い知りました。 

【札幌ドーム見学ツアー】 

・様々な野球選手のサイン入りボールやベンチ

を見て、練習場にも入ってびっくりしました。 

・一生に一度しかできないかもしれない体験を

できたのでよかったです。選手しか入れないとこ

ろにも行かせていただいて、自分たちがプロにな

らないと入れないので行けて良かったです。 

 



 

 

 

  【スキー・スノーボード実習・ナイタースキー】 

    ・自分自身、運動神経があまりよくないので「なぜ 2 日もするのだろ

    う」と少しネガティブな感情でしたが、少し簡単なことを教わってい

    ざ滑ってみると、ドキドキした気持ちと、滑っている時の爽快感で一

    気に「スノボって楽しいやん」って気持ちになりました。 

・初めてリフトで上まで行ったときは、こんなに高い所から急な斜面を今から滑って

いこうとしているなんて信じられないと思いました。スピードが上がって止まれなく

なってこけてしまった時、すごく悔しかったけど、それでもなぜか笑えてきて、結局

はこけることもスキーとスノボの楽しみの一つなんだなと思いました。 

・実習ではあまりスピードが出せなかったけど、ナイタースキーでは自分の好きなよ

うにスピードを出せたので楽しかったです。スピードを出しすぎて止まれなくなって

こけたのも良い思い出になりました。 

・ナイタースキーは昼と違って、雪の硬さも変わり、景色がとてもきれいでした。 

・初めてのワクワクや、それができた時の嬉しさや楽しさがあるからこそ、新しいこ

とにしっかりと取り組むことが大事だと思いました。 

・自分だけではスノボがここまで上達しなかったと思います。同じ班の全員が応援し

てくれたり、一緒に高め合えたりしたからこそできたと思います。 

・この修学旅行で仲良くなれた子や、新しく仲良くなれた子もいて、 

想像以上に楽しく思い出に残る 4 日間になりました。 

・4 日間でみんなとの仲もさらに深まったと思うし、一生心に残る 

良い思い出になりました。 

 


